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識別：右リヤドア・ロアヒンジ取付けボルト（上側）の頭に白ペンを塗布する。 
 

注）     は、固定する部品を示す。 

     は、交換する部品を示す。 
 

改善の内容 
バックカメラを点検し、映像に乱れが認められた場合はバックカメラ一式を新品と交換

し、電気配線をシール材で固定する。映像に乱れが認められない場合は電気配線をシール

材で固定する。 

後付け用品として販売したバックカメラにおいて、電気配線の固定が不適切なため、リ

アゲートを閉めた時や走行中の車体振動などで振れ、バックカメラと電気配線間の接続

端子が摺動することがある。そのため、そのまま使用を続けると、接続端子の表面被膜

が摩耗して剥がれ、腐食することで電気抵抗が増加し、最悪の場合、バックカメラの映

像が乱れ、車両後方が確認しにくくなるおそれがある。 
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